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し
た
。

今
年
で
５
回
目
と
な
っ
た
水
仙
の
植
栽

は
、
高
齢
者
7
3名
が
約
千
四
百
株
を
古
城

の
沼
周
辺
に
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
植
え
ま

し
た
。

み
な
さ
ん
も
一
度
古
城
の
沼
に
足
を
運

び
、
き
れ
い
に
植
え
た
水
仙
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

蓬
田
村
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
定
期
総
会瀬辺地老人 クラブ の舞踊

４
月
2
4日
（
火
）
、
蓬
田
村
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
定
期
総
会
が
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

物
故
会
員
に
黙
と
う
を
捧
げ
た
後
、
山
本

兼
光
会
長
よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
米
寿
と

喜
寿
を
迎
え
た
3
3名
が
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、午
後
は
恒
例
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
、
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

小 学 校 田 植 え 体 験
５
月
2
3日
（
水
）
、
学
校
田
に
お
い
て
蓬
田

小
学
校
の
５
・
６
年
生
が
関
係
者
の
指
導
を

受
け
て
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

素
足
で
水
田
に
入
り
、
丁
寧
に
植
え
て
い

ま
し
た
。
今
年
初
め
て
の
５
年
生
は
、
水
田
に

入
る
と
「
ぬ
る
ぬ
る
し
て
る
」
な
ど
い
ろ
ん
な

声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

今
回
植
え
た
稲
は
、
秋
の
刈
り
取
り
ま
で
稲

の
生
育
状
況
を
観
察
し
、
収
穫
し
た
米
は
全
校

生
徒
で
餅
つ
き
を
し
て
味
わ
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

家
の
み
な
さ
ん
を
督
励
し
ま
し
た
。

古
川
村
長
は
、
作
業
中
の
農
家
の
水
田
に
降

り
て
、苗
の
生
育
状
況
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
、
作

業
中
事
故
の
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
と
激
励
し
て
い
ま
し
た
。
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田

植

え

督

励

５
月
2
2日
（
火
）
、
古
川
村
長
は
じ
め
農
業

関
係
者
が
水
田
を
回
り
、
田
植
え
作
業
中
の
農

５
月
1
0日
（
木
）
、
古
城
の
沼
で
村
高
齢
者
教

育
促
進
会
議
主
催
の
水
仙
の
植
栽
が
行
わ
れ
ま



お 知 ら せ排

ガ
ス
及

び
燃

費
性

能

の
優

れ
た

環

境
負

荷

の
小

さ
い
自

動

車

に

つ
い
て

は
そ

の
排

出

ガ
ス

性

能

に

応

じ

て

税

率

を

軽

減

（
軽

課

）

し

、
新
車

新

規

登

録

か

ら
一

定

の

年

数

を

経

過

し

た
環

境
負

荷

の
大

き
い
自

動

車

に

つ
い

て

税

率

を

重

く
（
重

課
）
す

る
『
自

動

車

税

の

グ
リ

ー
ン

化

』
が

実

施

さ

れ
て

い

ま

す

。

ま

た
、
７

月
２

日

は
自

動

車

税

の
納

付

期

限
で

す
。
納
期

内

に
納

税

し

ま

し

ょ
う

。

な

お
、
県

で

は

、
自

動

車

税

の
納

期

に

合

わ
せ

て

次
の

と

お
り

休
日

の

納

税
窓

口

の

開

庁

等
を
行

い

ま
す
。
是

非
、
ご
利

用
く

だ

さ
い
。

○

休

日

の
納

税
窓

口
の

開
庁

平

成
1
9
年

６

月
3
0
日

（
土

）
、

７

月

１

日

（
日

）
　
午

前
８

時
3
0
分
～

午

後
５

時
1
5
分

○
平

日

の

納

税
窓

口

の
取

扱

時
間

の
延

長

平

成
1
9
年
６

月
2
5
日
（
月

）
～
2
9
日
（

金

）
、

７

月
２

日
（
月

）
　
午

後
８

時

ま

で

問
い
合
わ
せ
　

東
青
地
域
県
民
局
県
税
部

電
話
　
０
１
７
－

７
３
４
－
9
9
7
0

免
除
や
納
付
猶
予
を
受
け
る
に
は
、
毎
年

申
請
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
全

額
免
除
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ

た
方
は
、
翌
年
度
以
降
も
引
き
続
き
同
じ
申
請

を
行
う
と
い
う
意
思
表
示
が
あ
れ
ば
、
毎
年
度

の
申
請
書
の
提
出
を
省
略
で
き
ま
す
（
※
失
業

や
被
災
を
理
由
に
承
認
さ
れ
た
場
合
は
除
く
）。

た
だ
し
、
毎
年
、
社
会
保
険
事
務
所
が
免
除
基

準
に
該
当
す
る
か
要
件
審
査
を
行
い
、
審
査
結

果
を
通
知
い
た
し
ま
す
。
審
査
の
結
果
、
承
認

さ
れ
な
っ
か
た
方
で
半
額
免
除
等
の
承
認
を
受

け
る
場
合
に
は
改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
役
場
住
民
生
活
課
国
民
年
金
担
当

窓
口
ま
た
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
と
し
て
6
5才
か

ら
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
希
望
に
よ
り
6
0歳
以

降
、
繰
り
上
げ
て
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
受
け
よ
う
と
す
る
年
齢
に
よ
り
一
定

の
割
合
で
年
金
が
減
額
さ
れ
、
6
5歳
以
降
も
一

生
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
（
繰
上
げ
支
給
）
。

ま
た
、
繰
上
げ
支
給
を
始
め
た
後
は
、
6
5歳

前
に
特
別
に
支
給
さ
れ
る
老
齢
厚
生
年
金
の
支

給
が
停
止
し
た
り
、
病
気
や
ヶ
が
で
障
害
者
に

な
っ
て
も
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
、

万
が

二

夫
が
な
く
な
っ
た
と
き
の
寡
婦
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
度
繰
り
上
げ
請
求
を
す
る
と
取
り
消
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
以
上
の
こ
と
を
ご
理
解
の

う
え
、
繰
上
げ
請
求
を
す
る
か
ど
う
か
は
慎
重

に
お
考
え
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
役
場
住
民
生
活
課
国
民
年
金
担
当

窓
口
ま
た
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

離
婚
し
た
場
合
に
。
婚
因
期
間
中
の
厚
生

年
金
の
保
険
料
納
付
記
録
を
夫
婦
間
で
分
割
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
1
9年
４
月
１
日
以

降
に
成
立
し
た
離
婚
で
す
が
、平
成
1
9年
３
月

3
1日
以
前
の
婚
姻
期
間
の
保
険
料
納
付
記
録
も

分
割
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

分
割
割
合
は
夫
婦
間
で
協
議
に
よ
り
、
分
割

割
合
に
つ
い
て
合
意
の
う
え
、原
則
と
し
て
離

婚
後
２
年
以
内
に
社
会
保
険
事
務
所
に
分
割
を

請
求
し
ま
す
。
合
意
が
ま
と
ま
ら
な
い
場
合

は
、
離
婚
当
事
者
の
一
方
の
求
め
に
よ
り
、
裁

判
所
が
分
割
割
合
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。分

割
割
合
に
つ
い
て
は
、
夫
婦
双
方
の
婚

姻
期
間
中
の
保
険
料
納
付
記
録
の
合
計
の
二

分
の
一
が
上
限
で
す
。

な
お
、
社
会
保
険
事
務
所
に
お
い
て
、
年

金
分
割
の
た
め
に
必
要
な
割
合
等
に
関
す
る

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

「
新

規
学
卒
求
人
申
込

に

つ

い
て
（
事
業
主

の
方
へ
）
」

平

成
2
0年
３

月

新
規

学
卒

者

を
対
象

と

す

る

求
人

（
中

学

・
高

校
）

は
６

月
2
0
日

か

ら

受

付

を

開

始
し

ま

す
。

○

求
人

申

込
は

、
中

学

及

び
高

校
用

求
人

票

に

よ

り
ハ

ロ
ー

ワ

ー
ク
青

森

へ
ご

提

出

く
だ

さ
い

。

※

ハ

ロ

ー

ワ

ー

ク
を

経

由
せ

ず
、
中

学

校

及

び

高
等

学

校

に

直

接
、
求

人

を
申

し

込

む
こ

と

は
で

き

ま
せ

ん
。

○

求

人
活

動

は
、
７

月

１

日

以

降

と

な

っ

て

お

り

ま
す

。

※

求
人

票

写

し

を
添

え

て

学

校
、
（

口

Ｉ

ワ

ー

ク

ヤ
ン

グ
プ

ラ

ザ

ヘ
ご
連

絡
下

さ
い

。

○

採

用
選

考

の
開

始

は

、
１９一
月

１

日
以

降

（
中

学
）
、
９

月
1
6
日
以

降

（
高

校
）
と

な

っ
て

お
り

ま

す
。

○

求

人

票
作

成

ツ

ー
ル

は

イ

ン
タ

ー
ネ

ツ

情 報 局

自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
と

自
動
車
税
の
納
付
に
つ
い
て

国
民
年
金
の
全
額
免
除
・
若
年
者

納
付
猶
予
の
継
続
申
請
が
で
き
ま
す

離
婚
時
の
厚
生
年
金
の

分
割
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

老
齢
基
礎
年
金
の

繰
上
げ
請
求
は
慎
重
に



○
求
人
の
申
込
に
つ
い
て

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
青
森
　
学
卒
求
人
担
当

℡
　
０
１
７
－
7
7
6
1
1
5
6
1

0
求
人
提
出
後
の
紹
介
に
つ
い
て

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ヤ
ン
グ
プ
ラ
ザ

学
卒
紹
介
担
当

℡
　
０
１
７
－

７
７
４
－
0
2
2
0

税
務
職
員
募
集
（
高
校
卒
業
程
度
）

仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ

れ
る
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

国
の
財
政
を
支
え
る
税
務
職
員
に
、
あ
な

た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
受
験
資
格

昭
和
6
1年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方

○
受
験
申
込
受
付
期
間

平
成
1
9年
６
月
2
6日
（
火
）
か
ら
７
月
３

日
（
火
）
ま
で

○
受
験
申
込
書
の
請
求

最
寄
り
の
税
務
署
、
仙
台
国
税
局
人
事
第

二
課
又
は
人
事
院
東
北
事
務
局

○
お
問
い
合
わ
せ
先

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

0
2
2
1
2
6
3
1
1
1
1
1
　
線
3
2
3
6

又
は
人
事
院
東
北
事
務
局

０
２
２
－
２
２
１
－
2
0
2
2

蓬
田
村
教
育
委
員
会
Ａ
推
薦
図
書
Ｖ

『

津
軽

つ
子
＝
私

の
生

い
立

ち
＝

』
に
つ
い
て

《
概

略

》
　
営
林

局

役

人

の
父

の
転

勤
で

（
明

治
2
8
年

佐
井

村

で

生

を
享

け

る
）
　
。

エ

チ

コ
’

に
い

れ

ら

れ

て

（
３

歳

で
今

別

へ
）「
私

の
記

憶

は
３

歳

か
ら

始

ま

り

ま

す
：
こ
　

鍛

冶

屋

の

か

へ
い

じ

い

さ

ん
・
：
　

神

棚

の

脇

の
「

ま
え

だ

ま
」
・
：

（
冬

の
船

旅
で

瀬
辺

地

へ
山

の

官
舎

か

ら
広

瀬

尋

常

小

学

校

へ
通

学

…

小

畑

先

生
（
現

小

畑

・（
高
等
小
学
校
は
青
森
で
）
定
期
便
の
馬

そ
り
も
馬
車
も
利
用
で
き
な
い
雪
解
け

の
時
期
、
母
と
徒
歩
で
1
0時
間
余
り
か

け
青
森
へ
…
途
中
蓬
田
村
役
場
看
板
見

る
。
小
橋
は
青
森
ま
で
の
中
間
点
。

夜
明
け
と
共
に
出
発
し
こ
こ
で

う
製
本
い
た
し
ま
し
た
。

〔
H
1
9
４゙
阿
弥
陀
川
・
柿
崎
記
〕

緊
急
地
震
迪
報
は
。
鈿
大
震
度
５
弱
以
Ｌ
こ
と

推
定
し
た
地
震
の
際
に
、
強
い
揺
れ
（
震
度
４
以

上
）
の
地
域
の
名
前
を
強
い
揺
れ
が
来
る
前
に
お

知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

今
年
の
９
月
頃
か
ら
提
供
を
開
始
す
る
予
定
で

す
。傘

松

川

柳

同

好

会

昼
食
…

青
森
初
め
て
電
燈
を

み
る
・：
　
青
森
の
春
は
鰊
と
伴

や
っ
て
く
る
・：
　
等
々

全
編
通
し
て
、
母
か
ら
聞
い
た

昔
話
、
わ
ら
べ
歌
、
母
の
教
え
等

々
津
軽
の
人
々
の
当
時
の
生
活
状

況
を
知
る
貴
重
資
料
で
も
あ
り
ま

す
。
護
岸
壁
に
囲
ま
れ
砂
浜
を
伺

い
知
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
今

日
、
是
非
一
読
の
上
子
供
た
ち
に

聞
か
せ
て
あ
げ
て
頂
き
た
い
珠
玉

の
一
冊
で
す
。
併
せ
て
入
手
不
可

能
と
思
わ
れ
る
本
著
書
の
コ
ピ
ー

寄
贈
者
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

素
人
作
業
で
す
が
散
逸
し
な
い
よ

暖
冬
に
開
花
予
報
も
ま
だ
寒
し
　
　
　
　

久
子

巣
立
つ
子
の
夢
よ
開
け
と
春
の
道
　
　
　

勝
子

父
と
娘
の
バ
ー
ジ
ン
口
ー
ド
の
ド
ア
開
く

絹
枝

幕
が
開
き
拍
手
忘
れ
て
孫
ぱ
見
る
　
　
　

年
栄

自
動
ド
ア
開
く
筈
だ
が
顔
こ
す
る
　
　
　

貴
広

目
薬
の
一
滴
口
が
勘
違
え
　
　
　
　
　
　

千
恵
子

呑
み
過
ぎ
た
朝
の
財
布
開
け
て
見
る
　
　

小
菊

ア
リ
バ
バ
の
気
分
満
載
自
動
ド
ア
　
　
　

昇

金
婚
祝
う
孫
の
手
紙
は
招
待
状
　
　
　
　

国
代

種
袋
開
け
て
春
の
女
神
飛
ぶ
　
　
　
　
　

啓
子

５
月

号
で
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

「
宅
配
使
用
開
け
り
ゃ
ふ
る
さ
と
し

ゃ
べ
り
出
す
」

は
「
宅
配
便
開

け
り
ゃ
ふ

る
さ
と
し
ゃ

べ
り
出
す
」
に
訂
正

に
な
り
ま
す
。

緊
急
地
震
速
報

こ
の
秋
、
ス
タ
ー
ト

卜
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

h
ｔ
ｔ
ｐ
ｓ
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／
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　ｏ
ｂ
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ｋ
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ｋ
ｕ
ｓ
ｅ

ｉ
.

ｇ
（
）・
Ｊ
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目
次
か
ら
興
味
あ
る
箇
所
の
拾
い
読
み
で
本

冊
子
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
！
。

内
容
は
、
蓬
田
村
で
小
学
校
時
代
を
過
ご

し
、
の
ち
に
青
森
女
子
師
範
学
校

（
第
１
期

生
）
卒
業
。
県
内
及
び
東
京
で
の
4
0余
年
わ
た

る
教
職
を
通
し
て
わ
が
国
の
女
子
教
育
界
の
重

鎮
と
な
っ
た
明
治
生
ま
れ
の
著
者
「
斉
藤
か
を

り
氏
」
の
自
分
を
育
ん
で
く
れ
た
明
治
後
半
か

ら
大
正
に
か
け
て
の
津
軽
で
の
思
い
出
を
綴
っ

た
自
叙
伝
で
す
。
私
は
こ
れ
を
厳
し
く
も
美
し

い
自
然
に
恵
ま
れ
、
貧
し
く
と
も
そ
の
中
で
明

る
く
逞
し
く
生
き
る
津
軽
の
、
殊
に
上
磯
に
住

ま
う
人
々
に
贈
ら
れ
た
鎮
魂
歌
と
し
て
読
み
ま

し
た
。

あ
る
口
、
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
・
図
書

室
に
紐
で
綴
じ
ら
れ
寂
し
げ
に
置
い
て
あ
っ
た

コ
ピ
ー
の
束
を
見
つ
け
、
何
気
な
く
手
に
取
り

ペ
ー
ジ
を
く
く
っ
て
み
た
の
が
本
書
と
の
出
会

い
で
す
。

商
店
主
小
畑
清
美
氏
の
祖
父
）
の
こ
と
…

蛸
つ
り
、
カ
レ
イ
つ
り
等
浜
遊
び
、
川
遊

び
…

冬
　

通
学
の
と
き
、
学
校
目
前
に
し
て
雪

で
動
け
な
く
な
り
校
長
先
生
迎
え
に
来

て
く
れ
た
事
・：
　
廊
下
っ
て
な
あ
？

（
新
築
の
校
舎
に
廊
下
が
あ
る
っ
て
・：
）

鱈
舟
と
。
ジ
ャ
ッ
バ
汁
”
の
事
…
　

ヤ

マ
セ
と
ケ
ガ
ジ
と
田
中
吉
兵
衛
さ
ん
の

救
済
米
の
事
・：



戸　 籍　 の　 窓　 囗

交
通
死
亡
事
故
ゼ
囗
６
年
間
達
成

５

月
1
0
日

で
６

年
間

、
「
村

内

交

通

死

亡

事

故

ゼ

ロ
」
を
達

成

し

、
1
6日
（
水
）

に
青

森

県

警
察

本

部

本

部
長

室

に

お

い

て

、
村

交

通

安

全

対

策

協

議

会

と

村

交

通

安

全

母

の
会
（
坂

本

千

春
会

長

）
へ

警

察

本
部
長

感

謝
状

が
贈

呈

さ
れ
ま

し
た

。

贈

呈

式

後

、
坂

本

教

育
長

は
「
交

通
死

亡

事

故

ゼ

ロ
1
0年

間

を

目

指
し

ま

す

。
」

と
述

べ
、
坂
明

本

部

長

か

ら
「
こ

れ

か

ら

も
村

内

で

交
通

死

亡

事
故

の

な
い

よ

う

に

交

通

安

全

を

呼

び

か

け

て

く

だ

さ

い

。
」
と

激
励

し

ま

し

た

。

こ

れ
か

ら
も
村

内

の
み

な
さ
ま

に
は
、

交

通
死

亡

事
故

が

起

き

な
い

よ

う

に

気

を

つ
け

、
交

通

安

全

を

心

が

け

る
よ

う

お

願
い

し

ま

す
。

３月 受 付 分

坂 本 いつゑ （中　　沢 ８８歳）

佐 井 吉五郎 （広　　瀬 ７９歳）

こ
こ
ろ
が
ね
き
ぼ
う
に
む
け
て
ま
ん
た
ん
だ

ら
ん
ど
せ
る
き
ぼ
う
を
い
れ
て

Ｉ
ね
ん
せ
い
　
　
　

１
年
　

清
水
香
帆

に
っ
こ
に
こ
仲
直
り
し
て
い
い
気
持
ち
　
　
　
　
　
　

４
年
　

福
井
梨
乃

ぼ
く
の
ゆ
め
弟
一
人
ま
た
一
人
　
　
　
　
　
　
　
　

４
年
　

中
村
晃
平

ゆ
め
っ
て
さ
あ
羽
が
な
い
の
に
と
べ
る
ん
だ
　
　
　
　
４
年
　

武
井
彩
乃

未
来
ふ
し
ぎ
な
木
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
　
　
　
　
　
　

４
年
　

木
戸
真
理
奈

太
陽
と
お
ん
な
じ
く
ら
い
の
希
望
あ
り
　
　
　
　
　

６
年
　

福
井
海
青

こ
う
さ
と
び
う
ま
く
と
ぶ
に
は
あ
と
す
こ
し
　
　
　

５
年
　

吉
田
智
晃

う
ん
ど
う
か
い
あ
か
ぐ
み
か
つ
ぞ
が
ん
ぱ
る
ぞ
　
　
４
年
　

磯
部
友
也

う
ん
ど
う
か
い
ぜ
っ
た
い
し
ろ
に
ま
け
な
い
ぞ
　
　
　
２
年
　

中
川
幸
太
朗

が
ん
ば
る
と
お
ね
が
い
ひ
と
つ
か
な
う
か
も
　
　
　

４
年
　

渡
辺
智
貴

そ
ら
を
と
ぶ
み
ん
な
で
空
を
と
び
た
い
な
　
　
　
　

３
年
　

森
幸
花

わ
た
し
の
ね
夢
み
る
ふ
う
せ
ん
と
ん
で
ゆ
け
　
　
　

３
年
　

小
鹿
有
咲

さ
か
あ
が
り
で
き
た
よ
や
っ
た
ま
た
や
ろ
う
　
　
　

２
年
　

吉
田
小
雪

せ
か
い
が
ね
ひ
と
つ
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
な
　
　
　

２
年
　

外
川
晃
平

ト
ン
ネ
ル
は
真
っ
暗
だ
け
ど
ゆ
め
は
あ
る
　
　
　
　

４
年
　

小
松
愛
可

き
ぼ
う
は
ね
ち
き
ゅ
う
を
ま
も
る
た
か
ら
も
の
　
　
１
年
　

坂
本
隆
雅

う
ん
ど
う
か
い
ゴ
ー
ル
が
見
え
た
す
ぐ
そ
こ
に
　
　

１
年
　

木
村
祐
介

ゆ
め
か
な
い
教
室
中
は
わ
ら
い
声
　
　
　
　
　
　
　

４
年
　

清
水
梨
央

お
ね
が
い
は
ひ
と
つ
か
な
え
ば
も
う
じ
ゅ
う
ぶ
ん
　

４
年
　

坂
本
廉

ま
け
な
い
よ
リ
レ
ー
は
は
や
い
が
ん
ば
れ
る
　
　
　

２
年
　

松
本
詩
音
乃

ま
い
に
ち
の
れ
ん
し
ゅ
う
か
か
さ
ず
か
っ
た
ん
だ
　

５
年
　

坂
本
夢
叶

ぼ
く
の
ゆ
め
な
ん
で
も
で
き
る
ひ
と
に
な
る
　
　
　

５
圧
　

田
中
慎
弥

お誕生おめでとうございます

ご結婚おめでとうございます

おくやみ申し上げます

☆

天
位

１
年

山
舘
元
く
ん

児童川柳

☆
地
位

☆
人
位

●
五
客

○
佳
作

人口と世帯数

3月31

日

現在 前月比

総人口 341

8

人 (-

13

)

男 161

5

人 (-

5)女 180

3

人 (-

8)世帯数 114

8

戸 (+

2)

吉田 晶
あきら 隆　　 繁

美　　 香
男

森 優 佳
ゆうか 昭

倫　　子
女

張 間　正 憲 （長　　科）

八 桁　里 津 （平 内 町）

題 「　 希望　 」

面か じ 篥う老溷柳 社

八戸む1さじ迷谿

選　評

天 位 　 F 癬 j ｷ t 之 ｣ の 石 ま か j 賢 鴇 希

望 | に 向 か 廱 で 突 き 進 ん で 谿 る と

き Q 谿 ろ ん な も め で ご ご ろ が は

ち き れ J そ う に 収 り ] ま す I J  J F こ こ
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ろ が ね j l 韭 の 汪 ね j が
気 j に な

…

り ] ま
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重 二 ね 1 　
韭 　 三 　

言 　 重
卜 　 １

地 位 小 学 校 册 年 坐 の ラ 1 ン ド 但

- ･  ･¶ . . ･ . ･ . ･ . ･ .ふ ･ | . ･ ･ | ･  , . ･ . ･ . ･ふ . ･  ･ . , ･ ･ . ･ ･ ,
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ル は 希 望 が 柵 杯 詰 ま ら 儷 い て 4 J

そ れ 懲 重 そ う 紅 見 え う る ん だ ね J

ラ 1 シ ド ゼ ル 譱 車 身 が 希 望 で あ る

こ と を 発 見 し た 香 帆 さ ん の 目 が |

但 俗 説 　 二 　 芥 卜 价

大 位 卜 梨 乃 ざ ん の 希 望 ぱ 仲 直 り

だ 石 だ ん 愬 丿 友 達J と ま:]だ 仲 嶷 《

な れ る 廱 て44j そ れ1 ば そj れ は 気 持:

ぢ 良 か 尚 た 麌 Ｕ 勦ﾗJ 心 が 床 参げ

ぐ 句j に な 参 ま い 裏4 そ 苡 が 曁

=い ぶ　　　 匹] 莅　1 韭 言 百

三五 客 嫐 真 理 奈,さ 澎 の 句 が お も;

七]ろ]い冫 ５ト フ三 Ｓ じ 重 な ぐ3]](｡

右）]ぎ と 群 う 艱 で す がl] 真 理 奈

さ ん ﾌの゚ 未 来 石 で ど ん な 未 来|な ん

:だjろしう:jと 思 わ]ぜ 岑]不 思 議 さ に]惹

諾ﾚ か れ 紂.5-7-5 で 作1

名)よ 訟 誚 出 力 爬 八 千
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